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これまでは、音声認識システムを用いても、人の話し声以外の音を的確にテキストに変換することは
できませんでした。本展示では、任意の音に対して、それがどんな音かを説明するテキスト（擬音語や
説明文）を生成する研究を紹介します。本研究により物音などを文字で伝えることが可能になりました。

音を文字にすることで、一見するだけでどのような音かを把握できます。どの程度の詳しさで音を説明
して欲しいかを数値で指定することで目的に沿った文を生成できます。擬音語や説明文が表現するよ
うな主観的な音の近さに基づいて、イメージした音に最も近い音を検索することなどにも応用できます。

効果音や異常音などの音の検索がより便利になります。動画中の音を文字で表現することで、公共
の場所や騒々しい場所などでの動画視聴も便利になることでしょう。また、AIが人間に近い音の感覚
を身につけることで、宅内ロボットなどとの日常のコミュニケーションが円滑になることも期待されます。

どんな音？物音を言葉で説明しよう

～系列変換モデルに基づく音響信号からの説明文生成～
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・任意の音に対して どんな音かを言葉で説明する深層学習システム

・「ベル」「車」 といった単なる音源種類の認識 （＝従来研究あり）

だけでなく 変化の様子なども含む詳しい記述も可能

① 擬音語モード： 擬音語 （音素（カナ）の系列） を出力
② 説明文モード： 説明文 （単語の系列） を出力

【課題】 文による説明のしかた（詳しさ）に唯一の正解はない
→ 【提案】 詳細度 により説明の詳しさをコントロール

詳細度： 単語単位で計算した “情報量” の総和
文と詳細度の双方の誤差を小さくするように学習する

生成された説明文の例 （バスドラムの音）潜在空間上にマップされた

音響信号の例
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制御なしのほうがずっとよい

説明文生成における詳細度制御の効果

説明文の適切さ （詳細度制御なしの場合）

約 3/4当てはまる
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c 生成された文

なし 低い音が一瞬だけ響く

20 低い音が一瞬だけ鳴る

50 畳に打ち付けるような低い打撃音が一瞬だけ響く

80 つまらなそうにとても低い音でドラムが一度だけ奏でられている

110
つまらなそうにとても低い音で何かを叩くような軽くて少し低い音が
小さな音で一瞬鳴ってすぐに消える


